
●問い合わせ 203-5685-5171
開館時間▶10：00〜17：00（入館は16：30まで）
●2・3月の休館日：�2/6・13・14・20・27、3/6・13・21・22・27http：//www.kitabunka.or.jp/tabata/

入場料・参加費 無料

●�企画展示

芥川龍之介が田端転入後まもなく、友人に宛てた手紙に、当時
の田端の様子を“画かき村”と書き送りました。かつて田端は、画
家・小杉放庵をはじめとするたくさんの芸術家たちが住んでい
たのです。本展覧会では、田端ゆかりの洋画家・日本画家につい
てご紹介し、周辺の文士・芸術家たちとの交流を振り返ります。

本展の見どころ

1/27 金〜5/7 日 （休館日を除く）

�“画かき村”の絵描きたち�
　　　−明治・大正時代の田端−

●�田端ひととき散歩

かつて田端に暮らした芥川龍之介の書斎に
は、いたるところに夏目漱石への憧れが散り
ばめられています。『芥川龍之介　田端の家
復元模型』の制作によって見えてきた二人の
師弟関係を、芥川が遺した愛用品から探って
いきます。（館内説明・散策 各1時間ほど）

【申込】 2/27（月）までに往復はがきに下記内容
を記載の上お申込下さい。1通につき1名（同居家族に限
り2名まで可）

往信用裏面  ①イベント名 ②住所 ③氏名（2名の場合は全員分） 
④電話番号 ⑤年齢

返信面表面 応募者の住所・氏名
【宛先】〒114-0014 北区田端6-1-2 田端文士村記念館E係

漱石ゆかりの龍之介愛用品　◆紫檀の文机と原稿用紙
漱石没後、大正7年1月頃、夏目漱石夫人からの結婚祝いで神
田辺の唐木屋にて購入したもの。大きさ横二尺八寸、縦一尺
六寸五分。漱石も紫檀の文机を愛用。
原稿用紙は大学以来、本郷東大前にあった松屋文房具店のも

のを愛用。『坊っちゃん』執筆時、
漱石も使用していたが、龍之介
は推敲が多く、反故を少なくす
るため400字ではなく、もっぱら
「半ペら青罫」（200字）を使用し
ていた。

田端の王様・芥川龍之介の憧憬
～“漱石山房”と“澄江堂”～

3/18 土 13：00開演（12：30開場）

夏目漱石
Ⓒ国立国会図書館

芥川龍之介
Ⓒ国立国会図書館

【申込方法】●�往復はがき ①代表者氏名 ②郵便番号・住所 ③年齢 ④電話番号 ⑤希望人数（ 1グルー
プ5名まで）および全員の氏名を記入し、下記宛先までお申し込みください。※車イス
席希望の方はその旨朱書きください。
●�電子申請 『東京共同電子申請』で検索。「東京共同電子申請・届出サービス」サイトよ

り、必要事項をご入力のうえお申し込みください。
【宛先】〒114-8508（住所不要）北区広報課「ミステリー文学賞」EJ係   【締切】3/3（金）必着
【問い合わせ】北区広報課 203-3908-1102（平日8：30〜17：00）

応募総数226作品の中から、
厳正な審査を経て、いよいよ
各賞が発表されます。
第15回記念特別企画や、昨年
度の大賞受賞作品を演劇化
した舞台上演もお楽しみに。

授賞式・記念イベント
第15回「北区内田康夫ミステリー文学賞」

昨年の演劇の様子昨年の授賞式の様子

第15回記念特別企画

各賞の発表と表彰など授賞式

演劇 「小さな木の実」
（第14回大賞受賞作品）

【原作】島村潤一郎氏　
【脚本・演出】金子裕
【出演】劇団虎のこ

記念イベント

北区文学賞

「田端文士芸術家村」の草分け小杉放庵は、洋画と日本画を学び独
自の表現を切り開きました。「母」という作品は、簡略化された画面
の中に、あたたかな色彩で子を抱く母の姿を巧みに描いています。
その他にも、これまで展示の機会が少なかった画家たちの作品をご
紹介します。当館ならではのラインナップで「“画かき村”の絵描き
たち」の作品をお楽しみください。

【展示予定作家】
池田輝方、池田蕉園、石井柏亭、小穴隆一、小杉放庵、竹久夢二など

15th
Anniversary

3/18 土 14：00開演（13：30開場）
定員1,000名（先着順） 入場無料 北とぴあ さくらホール

0

ご来場の皆さまに、
浅見光彦からの問題に挑戦していただきます。

「�名探偵・�
浅見光彦への挑戦!」

謎解きクイズ

▲小杉放庵「母」 大正時代 ▲小穴隆一「田端駅裏口」 1914（大正3）年

◀「芥川龍之介 田端の家復元模型」より紫檀の文机

【問い合わせ】�サンライズプロモーション東京�20570-00-3337（平日10：00〜18：00）

※�未就学児のお子様は保護者の膝上鑑賞可。（座席が必要な場合はチケットをご購入ください）
※北区民先行販売は北とぴあ1階チケット売場のみにて取扱い。予定枚数がなくなり次第終了。
※北区民先行販売に関する問い合わせは北区文化振興財団まで。

5/5 金・祝 16：00 開演（15：00 開場）
全席指定  イープラス  Pコード：317-757

前売4,000円/当日4,500円   3,600円

NHK文化講演会
【講師】�小林明子（東京都美術館学芸員）

定員�400名
（事前申込制・抽選）

◦往信面：住所・氏名・年齢・電話番号
◦返信面：住所・氏名

※車椅子席希望の方はその旨朱書き�※申し込みは一人一通。
※�講演会の入場者には本展覧会の招待券を差し上げます。（一人一枚）

日伊国交樹立150周年記念
「ティツィアーノと ヴェネツィア派展」

【問い合わせ】�★☆北区AKT�STAGE��203-5924-1126�http：//aktstage.com/【問い合わせ】�アルデル・ジロー�203-5778-7781（平日11：00〜18：00）

※�お子様は保護者の膝上鑑賞可（座席が必要な場合�
はチケットをご購入ください）

「弦哲也�北区（きた）の演歌座2010�新人発掘オーディション」で大賞
を受賞、夢を掴んだ北とぴあで開催される初のワンマンコンサート!
本公演に北区民の方15組30名様をご招待します。
【申込方法】�往復はがきに�①郵便番号・住所�②氏名（ふりがな）�③年齢�

④電話番号を記入し、下記宛先までお申込ください。車イ
ス席希望の方はその旨朱書きしてください。

【宛先】�〒114-8503（住所不要）�
北区文化振興財団「工藤あやのコンサート」E係

【締切】2/24（金）必着

【問い合わせ】��東京クレイワークス��
203-5394-6602（平日10：00〜17：00）【宛先・問い合わせ】��〒114-8503（住所不要）北区文化振興財団�文化講演会係�203-5390-1221

来場者による投票と審査員による厳正な審査により各賞を決める
ユニークで親しみのある陶芸展です。ご来場お待ちしております。

★☆北区AKT STAGE 研究所、第5期生募集オー
ディションを勝ち抜き、1年間の厳しいレッスン
を経た21名。彼らの成長を披露する毎年恒例の
卒業公演。北区つかこうへい劇団時代からの伝
統、怒濤のステージ。劇団員昇格をかけたこの公
演、審査するのは、講師、劇団員、そしてご来場い
ただくみなさまです!
※メンバーズ、北区民割は前売券のみ。
※ ★☆北区AKT STAGE稽古場（北区西が丘）でも、同演目の公演

があります。詳しくは劇団までお問い合わせください。

2/22 水  〜26 日  5/1 月  

3/23 木  〜27 月  

北とぴあ15階
ペガサスホール

北とぴあ
つつじホール

北とぴあ 展示ホール

北とぴあ つつじホール

60
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全席自由 一般1,500円   1,350円

1月6日(金)

前売発売
3月3日(金)

前売発売

11：00 13：00 15：00 17：00 19：00

2/22（水） ● ●

2/23（木） ● ●

2/24（金） ● ●

2/25（土） ● ● ● ● ●

2/26（日） ● ● ● ● ●

ティツィアーノ《フローラ》1515年頃 油彩、カンヴァス フィレンツェ、ウフィツィ美術館

10：00 〜18：00
（最終日は16：00まで）

0

北とぴあ さくらホール

3月11日(土)

前売発売

北区民先行販売
2/8（水）～3/3（金）

H�ZETTRIO
PIANO�CRAZE�CRAZY�TOUR

エイチゼットリオ

〜子どもの日Special〜

3/12 日 14：00 開演（13：30 開場）定員300名

0【問い合わせ】北区民混声合唱団�山岸�2090-4386-5047

※当日直接会場へお越しください。
※�当日は義援金の募集をします。ご協力いただいた義援金は、日本赤十字社を通じ
「平成28年熊本地震災害義援金」ならびに「東日本大震災義援金」として寄付いた
します。

北区民混声合唱団

【曲目】�詩ふたつ、浜辺の歌、赤とんぼ、スカボローフェア�ほか

春の日、あなたに会いにゆく。
　あなたは、なくなった人である。
　　　　 どこにもいない人である。 （長田弘 詩篇「詩ふたつ」 より）

チャリティコンサート

指 揮：名島啓太
ピアノ：岩井智宏

北とぴあ13階
飛鳥ホール

今、大注目の
ピアノ・トリオ・バンド。
超絶ピアノジャズと
絶妙なアンサンブルで
子どもも大人も
ハッピーな気分に!

12：00 開演
全席指定 4,500円   4,000円

工藤あやの�in�北とぴあ
山形×北区ふるさとコンサート

3/9 木  19：00 開演（18：30 開場）
往復はがき�2/15（水）必着応募方法

入場無料

入場無料

入場無料

第13回（2016）東京陶芸展大賞 荒井さつき「ファミリー」

桜の郷に ようこそ。
第14回 公募 東京陶芸展
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